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令和 3 年度

27 年度～平成 31 千円 千円）

単位

　都道府県名 島根県 　対象地域名 大山隠岐国立公園 　評価年度

　事業実施期間 平成 年度 　事業費 1,121,253 （うち国費 557,283

　事業の実施内容

【隠岐地域】
・歩道、駐車場の再整備：大満寺山登山道線、那久岬園地、海苔田鼻線、島津島園地、油井ノ池園地、西郷岬園地、アカハゲ山園地
・トイレ、休憩所の再整備：大満寺山登山道線、西郷岬園地、油井ノ池園地、浄土ヶ浦園地、那久岬園地、都万野営場、長尾鼻園地、明屋海岸園地
・標識整備：大満寺山登山道線
【三瓶山地域】
・歩道、駐車場の再整備：東の原園地、西の原園地、北の原園地、男三瓶登山線、中国自然歩道線
・トイレ、休憩所の再整備：東の原園地、西の原園地、北の原園地
・三瓶自然館の再整備：北の原博物展示施設
・標識整備：男三瓶登山線、三瓶山周回線、室の内線、中国自然歩道線、西の原園地、東の原園地、北の原園地、北の原野営場
【島根半島地域】
・歩道、駐車場の再整備：地蔵崎園地、五本松公園地蔵崎線、五本松園地、桂島園地、日御碕園地
・トイレ、休憩所の再整備：地蔵崎園地、桂島園地、瀬崎多古鼻線、日御碕園地
・標識整備：地蔵崎園地、桂島園地、日御碕園地

　目標の
　達成
  状況

整備計画策定時
に設定した目標
に対する事業の
効果の発現状況

・施設の整備が進んだことで施設利用者の安全性や利便性が向上した。
・多言語標識を整備することにより、国際的な観光施設としての環境整備を進めることができた。

目標を定
量化する
指標の達
成状況

指　　標 定　　義
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従前値 目標値 達成値
達成値の評価

基準年度 目標年度 達成年度

135 施設の整備は進んだが、来訪者数は目標に達していない。基準年の前年にジオパークの世界認定があり、その効果により
来訪者数が増加していたが、宿泊施設の改修などの影響もあり、結果的に目標の来訪者数につながらなかったと考えられ
る。H26 H31 H31

大山隠岐国立公園
（三瓶山地域）来訪者数 千人/年

自然公園の来訪者数 615 615 施設の整備は進んだが、来訪者数は目標に達していない。H30の西部地震やその後の周辺宿泊施設の改修、観光リフトの
故障等により来訪者数が減少しており、その後の新型コロナウイルスの影響もあって回復が進んでいないことが要因とし
て考えられる。R2

大山隠岐国立公園
（島根半島地域）来訪者数 千人/年

自然公園の来訪者数 3742 3742 6136

517当初
の

指標

大山隠岐国立公園
（隠岐地域）来訪者数 千人/年

自然公園の来訪者数

H26 H31
新型コロナウイルスの影響もあって利用者数としては減少傾向ではあるが、施設の整備が進み、基準年より利用者が増加
していることから整備効果はあったと考えられる。

H26 H31 R2

整備に伴う取り
組みの実施状況

国立公園満喫プロジェクトによるソフト対策や隠岐世界ジオパークの再認定に向けての取り組みも進められており、公園事業によるハード整備との相乗効果で、今後の
利用者数増加が期待できる。

　今後の取り組み

関係自治体及び施設管理者との施設改修要望等の情報を共有し、国際的な観光施設としての環境整備や施設利用者の安全性、利便性向上に向けた整備に取り組む。

その
他の
指標

目標の達成状況等の評価（自然環境整備計画（国立公園整備事業））


